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令和３年 11月 11日制定  

 

 多様化・複雑化する福祉課題や生活課題に対し、市民から

必要とされる社会福祉協議会組織の一員として責任と自覚

を持ち、幅広い視野、専門的な知識、コミュニケーション能

力、スピード感、コスト意識を備え、情熱を持ち続けるよう、

この行動指針の遵守に努めます。 

 

１ 私たちは、地域共生社会実現のため、住民の地域福祉活

動を応援し、暮らしを支えあう地域づくりに努めます。 

 

２ 私たちは、心の豊かさと幸せを実感できるような質の高

い福祉サービスの提供と実践に努め、専門職としての誇り

と自覚を持ち、常に知識と技術の向上に努めます。 

 

３ 私たちは、生活の課題を広くとらえ、見つけ出し、解決

にむけて知恵を出し合う多職種の連携に努めます。 

 

４ 私たちは、社会福祉協議会職員として地域から信頼され、

住民に対して思いやりと誠意のある行動に努めます。 

 

５ 私たちは、社会福祉協議会の使命を果たすため、コンプ

ライアンスの徹底とＳＤＧｓの達成を意識した組織づく

りに努めます。 

 


